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上:団結ガンバロー

中:大会来賓
立憲民主党。日本
共産党・市民連合・

部落解放同盟

下:第2部衆院選勝
利総決起集会

新社会党・全労協・

共同テーブル

※報告は別途
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党県連合活動日話
2/5 平 和推進協 審 査会
2/8 市 民と立憲野党の打合せ
2/10 福 島党首 岡 山市内街頭演説
2/11 日 本原基地撤去県民集会 (奈義町)
2/14 日 南北朝鮮友好を進める会,講演会

2/15 さ よなら原発県実行委 (武本)

2/2324 社 民党全国大会 ・東京
2/24 市 民と立憲野党の合同宣伝
2/25 岡 111市平和推進協 ・運営委 (武本)
2/28 解 放共闘 ・幹事会 (宮田 ・武本)
2/29 党 定例街宣

※宣伝カー計画 ・F_t時運行中
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2024年 能登半島地涯

災害救援カンパ集約報告
社民党岡山県連合集約分2月26日現在

210,984 円
ご協力ありがとうございました。
現地組織を通じて被災自治体に届け
られます。全体報告は別途、新報で。

3/1713:30～
国際女性デー岡山県集会
岡山県立図書館2Fシ アター

主催 :38国 際女性デー県集
会実行委  ※ 参力B費500

3/23(土 )16i00

市民と立憲野党合同宣伝
マツキヨ前

3/つ7(水)17:30

社民党定例衛宣

マツキヨ前

社民党サポーター募集中
年会費1000円 牙ンライン申し込み
httpsi//sdp orip/Sdp―supporter/


